
◆いい練習ができている
「希望区間は１から４
区。全日本では走ること
ができなかったので、箱
根ではしっかりチームに貢
献できる走りをしたい」
「全日本では調子を崩してし
まったが、月に入ってからい
い練習ができているのでこ
こから調子を上げてし
っかり往路で走りた
い」（共同取材）

総
合
３
位
以
内
。
今
季
掲
げ

た
目
標
は
、
古
豪
復
活
へ
確
か
な
一

歩
と
な
る
は
ず
だ
。
10
年
ぶ
り
の
三
大
駅
伝
表
彰

台
と
な
っ
た
出
雲
駅
伝
。
万
全
で
な
い
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
、
エ
ー
ス
を
欠
く
中
で
前
回
か
ら
順
位
を
上
げ
た
全
日

本
大
学
駅
伝
。
そ
れ
は
目
標
達
成
へ
の
布
石
で
あ
る
。
シ
ー
ド
権

獲
得
の
躍
進
か
ら
１
年
、
今
年
も
吉
居
大
和
（
法
３
）
、
中
野
翔
太

（
法
３
）
の
Ｗ
エ
ー
ス
を
筆
頭
に
、
粒
ぞ
ろ
い
の
戦
力
で
大
舞
台

に
挑
む
。
１
月
３
日
、
大
手
町
で
悲
願
の
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
テ
ー
プ
を
切
る
姿
は
想
像
に
難

く
な
い
。
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にしてはいい走りは出来て
ると思うが、箱根に関して
はもっと上を目指して走っ
てほしい」。偉大なる兄の
期待も背負い、今春の箱根
路を駆ける。

返しをしたい」と、箱根へ
の意気込みを語った。
大和は「駿恭は自分と中

野ともう同じレベルとして
扱っていかなきゃいけな
い。出雲、全日本も1年生

は応援したい」というのが
その理由だ。「出雲全日本
と自分の思うような走りは
ではなく、チームありきの
結果だった。今回は納得の
いく走りをしてチームに恩

入った。
長い距離が得意だという

駿恭の箱根の希望区間は５
区を除いた往路で「復路で
単独走になるのを避けた
い、２日に終わらせて３日

八王子ロングディスタンス
ではＵ20日本歴代４位の28
分06秒27をマーク。兄の大
和が昨年出した自己記録に
迫る勢いを見せ、箱根を前
に絶好の状態で最終調整に

前半シーズンは、消極的
なレースが多かったという
吉居駿恭（法１）。しか
し、駅伝シーズン突入後の

駿恭初の箱根駿恭初の箱根

◆中大箱根駅伝戦績◆
（96年以降）

◆中大箱根駅伝戦績◆
（96年以降）
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◆前回以上の走り
ができる
「希望区間はなし。
チームの状況によって
任された区間でチーム
に貢献したい」
「12月の強化練習でいい
練習ができた。昨年12月に
比べて、ポイント練習だけ
ではなくジョグにも手応え
がある。前回以上の走りが
できる自信がある」（共
同取材）

第９８回箱根駅伝に出走する吉居大
〈写真提供・月刊陸上競技〉

第

回
箱
根
駅
伝
に
出
走
す
る
中
野

〈
写
真
提
供
・
月
刊
陸
上
競
技
〉

切
り
抜
き
写
真
は
出
雲
駅
伝
を
走
る
吉
居
駿

切
り
抜
き
写
真
は
出
雲
駅
伝
を
走
る
吉
居
駿

終面

２面

３面

歓
喜
に
包

ま
れ
る
華
や

か
な
ス
タ
ジ

オ
、
ト
ロ
フ

ィ
ー
を
持
っ

た
男
２
人
。

提
供
ク
レ
ジ

ッ

ト

が

消

え
、
次
の
番

組
ま
で
数
秒
と
い
っ
た
と
こ

ろ
。
涙
が
頬
を
伝
う
相
方
を
横

目
に
、
ま
る
で
用
意
し
た
か
の

よ
う
な
き
れ
い
な
言
葉
が
胸
を

打
っ
た
。
「
自
分
の
人
生
で
す

が
、
初
め
て
主
役
に
な
れ
た
気

が
し
ま
し
た
」
▼
漫
才
日
本
一

を
決
め
る
「
Ｍ
－
１
グ
ラ
ン
プ

リ
」
。
18
代
目
の
頂
点
に
立
っ

た
お
笑
い
コ
ン
ビ
、
「
ウ
エ
ス

ト
ラ
ン
ド
」
の
井
口
浩
之
さ
ん

は
こ
う
話
し
た
。
▼
人
生
に
お

い
て
、
自
ら
を
「
主
役
」
と
し

て
捉
え
う
る
。
そ
ん
な
瞬
間
は

ど
れ
ほ
ど
あ
ろ
う
か
。
▼
編
集

長
な
る
、
全
く
似
つ
か
な
い
職

に
就
い
た
１
年
前
。
こ
れ
ほ
ど

に
思
案
し
続
け
る
日
々
を
想
像

出
来
る
は
ず
が
な
か
っ
た
。
代

々
こ
の
立
場
を
務
め
て
き
た
者

の
心
情
は
い
か
ば
か
り
だ
っ
た

か
。
振
り
返
っ
て
も
、
苦
悩
や

悔
し
さ
ば
か
り
が
反
す
う
し
、

懊
悩
（
お
う
の
う
）
と
し
た
思

い
が
蘇
る
。
▼
良
い
も
の
を
た

く
さ
ん
作
り
、
生
み
出
し
て
き

た
自
負
は
あ
る
。
多
様
な
コ
ン

テ
ン
ツ
に
も
挑
戦
し
た
。
た

だ
、
部
を
ま
と
め
る
先
導
者
と

し
て
「
主
役
」
と
は
い
か
な
か

っ
た
。
▼
コ
ロ
ナ
禍
で
分
断
さ

れ
た
風
土
、
部
員
数
の
増
加
、

加
速
す
る
デ
ジ
タ
ル
の
中
心
化

…
。
迎
合
す
る
の
に
必
死
だ
っ

た
。
は
っ
き
り
と
志
半
ば
で
あ

る
。
▼
だ
か
ら
こ
そ
、
後
を
継

ぐ
者
た
ち
に
伝
え
た
い
。
き
れ

い
な
言
葉
を
紡
ぎ
、
人
の
心
を

動
か
す
よ
う
な
瞬
間
を
切
り
取

り
、
多
く
の
人
に
あ
ま
ね
く
良

い
も
の
を
届
け
る
、
と
い
う
我

々
の
基
本
を
。
こ
の
「
い
ろ

は
」
で
さ
え
浸
透
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
悔
や
ま

れ
る
。
▼
示
し
た
は
ず
の
解
も

時
が
経
て
ば
風
化
す
る
。
そ
れ

で
い
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
信
念
こ

そ
が
正
解
で
は
な
い
か
。
▼
多

く
の
仲
間
と
と
も
に
取
材
に
駆

け
回
っ
た
日
々
は
か
け
が
え
の

な
い
時
間
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

揺
る
ぎ
が
な
い
。

（
杉
浦
）
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熟
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新
し
い
景
色

前
回
大
会
、
10
年
ぶ
り
の
シ
ー
ド
権
獲

得
に
沸
い
た
中
大
。
１
区
で
空
前
絶
後
の

区
間
記
録
を
塗
り
替
え
た
エ
ー
ス
の
吉
居

大
は
、
５
㌔
過
ぎ
か
ら
飛
び
出
し
一
気
に

２
区
へ
襷
（
た
す
き
）
を
つ
な
い
だ
。
勢

い
そ
の
ま
ま
に
、
チ
ー
ム
は
総
合
６
位
で

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
。
吉
居
大
の
走
り
は
新
し

い
景
色
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
も
あ
っ
た
。

大
会
を
終
え
て
間
も
な
く
、
３
位
以
内
を

目
標
に
チ
ー
ム
は
始
動
。
吉
居
大
は
例
年

同
様
に
渡
米
し
、
世
界
基
準
を
体
に
染
み

込
ま
せ
た
。
ま
た
８
区
を
走
っ
た
中
澤
雄

大
（
経
４
）
は
１
月
に
は
大
学
で
の
競
技

引
退
を
決
め
、
ロ
ー
ド
一
本
に
絞
る
決
断

を
し
た
。
新
戦
力
で
は
吉
居
大
の
弟
・
駿

恭
（
法
１
）
や
溜
池
一
太
（
文
１
）
ら
強

力
な
ル
ー
キ
ー
が
加
入
し
た
。

Ｗ
エ
ー
ス
と
し
て
チ
ー
ム
を
引
っ
張
る

中
野
翔
は
、
７
月
の
ホ
ク
レ
ン
網
走
大
会

１
万
㍍
で
中
大
記
録
と
な
る
28
分
00
秒
86

を
マ
ー
ク
。
学
生
個
人
選
手
権
で
準
優
勝

を
果
た
す
な
ど
、
チ
ー
ム
の
柱
に
成
長
し

た
。

目
標
達
成
へ

今
季
は
全
日
本
大
学
駅
伝
の
選
考
会
、

箱
根
駅
伝
の
予
選
会
と
も
に
パ
ス
。
こ
れ

は
就
任
７
年
目
と
な
る
藤
原
正
和
駅
伝
監

督
体
制
で
は
初
め
て
の
こ
と
。
こ
れ
ま
で

辛
酸
を
な
め
て
き
た
中
で
「
予
選
が
無
い

こ
と
を
気
楽
に
捉
え
ら
れ
、
実
践
を
伸
ば

し
て
し
っ
か
り
と
強
化
に
入
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
、
夏
の
強
化
期
間
を
有
効
活
用

し
、
目
標
達
成
に
向
け
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

行
っ
て
き
た
。

駅
伝
シ
ー
ズ
ン
に
入
る
と
ト
ラ
ッ
ク
シ

ー
ズ
ン
の
不
調
か
ら
一
転
、
吉
居
大
の
活

躍
が
光
る
。
三
大
駅
伝
初
戦
、
出
雲
駅
伝

で
は
チ
ー
ム
力
を
生
か
し
て
３
位
、
表
彰

台
。
し
か
し
、
続
く
全
日
本
大
学
駅
伝
で

は
Ｗ
エ
ー
ス
の
出
場
が
危
ぶ
ま
れ
た
。
そ

れ
で
も
「
お
互
い
が
走
れ
な
い
と
な
る

と
、
チ
ー
ム
と
し
て
他
の
選
手
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
も
影
響
し
て
し
ま
う
。
自
分

が
し
っ
か
り
と
勢
い
を
与
え
る
走
り
を
」

と
吉
居
大
が
大
会
前
夜
に
出
場
を
決
め
、

区
間
新
記
録
の
好
走
。
連
続
シ
ー
ド
権
を

死
守
し
た
。

機
は
熟
し
た

前
回
大
会
、
一
時
は
３
位
争
い
も
演
じ

た
。
「
６
位
で
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
価

値
の
あ
る
６
位
だ
っ
た
。
僕
た
ち
も
戦
え

る
ん
だ
と
実
感
し
た
」
（
若
林
陽
大
主

将
、
法
４
）
。
決
し
て
「
３
位
以
内
」
と

い
う
目
標
は
絵
空
事
で
は
な
い
。
第
１
０

０
回
大
会
で
の
悲
願
の
優
勝
に
向
け
、
今

大
会
の
結
果
は
カ
ギ
を
握
る
。
新
時
代

へ
、
機
は
熟
し
た
。

（
杉
浦
瑛
俊
）

中大は22
年ぶりの３
位以内を目
指す。年
の総合３位

では５区で藤原監督が
出走した。
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紗
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